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【方法】 1994 年に宮城県大崎保健所管内に居住する 40 -79 歳の国民健康保険加入者全員 (54， 996
名)に自記式質問票を配布し、 52 ， 029 名 (95%) より有効回答を得た。 1995 年 1 月の追跡開始前ま
でに死亡または国民健康保険から脱退した者、緑茶摂取頻度の質問に無回答の者、栄養摂取量が極
度に多いまたは少ない者、質問票の回答でがん・心筋梗塞・脳卒中の既往があった者を除いた 40， 572
名(男性: 19, 079 名、女性: 21 ， 493 名)を解析対象者とし、 2006 年末まで 12 年間追跡した。肺炎
死亡については、国際疾病傷害死因分類 (ICD-10) により分類された「インフルエンザと肺炎」
(J10-18) による死亡を対象とした。緑茶摂取頻度を 1 杯未満/日、 1 -2 杯/日、 3 -4 杯/目、 5 杯以
上/日の 4 群に分け、 1 杯未満/日群に対するその他の群の肺炎死亡リスクを算出した。死亡リスクの
算出には、 Cox 比例ノ\ザードモデルを用い、共変量は、年齢、教育期間、 BMI 、 1 日の歩行時間、身
体活動能力、高血圧・糖尿病・胃潰場・結核の各既往歴、喫煙歴、飲酒歴、 1 日の総摂取エネルギー
量、 1 日のみそ汁・漬物・コーヒーの各摂取頻度、 1 日の大豆製品・魚・緑黄色野菜の各摂取量と
した。
【結果】 12 年間の追跡の結果、 406 例の肺炎死亡を観察した。追跡期間中に、 6， 033 人が国民健康
保険からの異動により追跡不能となり、追跡率は 85.1%であった。女性では、緑茶摂取頻度の増加
に伴い肺炎死亡リスクの減少がみられたが、男性ではそのような関連はみられなかった。女性での
肺炎死亡リスクのハザード比 (95%信頼区間)は、緑茶摂取頻度が 1 杯未満/日に対し、 1-2 杯/日で
は 0.59 (0.36-0.99) 、 3-4 杯/日では 0.55 (0.33-0.90) 、 5 杯以上/日では 0.52 (0.33-0.82) で、あっ

















本研究は、宮城県大崎保健所管内に居住する 40 -79 歳の国民健康保険加入者を対象とし、 1994 年に自記式
質問票によるベースライン調査を行い、 1995 年 1 月から 2006 年末まで 12 年間追跡した。緑茶摂取頻度につ
いては、質問票に回答された 1 杯未満/目、 1-2 杯/目、 3-4 杯/日、 5 杯以上/日の 4 群に分け、 l 杯未満/日群
に対するその他の群の肺炎死亡リスクを算出した。肺炎死亡については、死亡動態調査小票の閲覧により追跡
を行い、国際疾病傷害死因分類 (1CD-10) により分類された「インフルエンザ、と肺炎J (J10-18) を原死因と
する死亡を対象とした。肺炎死亡リスクの算出には Cox 比例ハザードモデルを使用し、年齢、教育期間、 BMI 、
1 日の歩行時間、身体活動能力、高血圧・糖尿病・胃潰虜・結核の各既往歴、喫煙歴、飲酒歴、 1 日の総摂取
エネノレギー量、 1 S のみそ汁・漬物・コーヒーの各摂取頻度、 1 日の大豆製品・魚・緑黄色野菜の各摂取量を
潜在的交絡因子と考え補正した。
12 年間の追跡の結果、 406 例の肺炎死亡を観察し、女性では緑茶摂取頻度の増加に伴い肺炎死亡リスクの減
少がみられたが、男性では明らかな関連はみられなかった。
本研究は、緑茶摂取習慣と肺炎死亡リスクとの関連について、日本人の一般住民を対象とした前向きコホー
ト研究において明らかにした、世界初の研究である。また、緑茶摂取と肺炎死亡に影響すると考えられる要因
について、以下のような配慮の上で解析を行い、結果について検討した。その内容は、肺炎死亡を原死因のみ
とした点、ベースライン時でのがん・心筋梗塞・脳卒中の既往者を除外した点、潜在的交絡因子を補正して解
析した点、追跡開始後 3 年以内の死亡者を除外した解析を行った点、肺炎を引き起こしやすいと考えられる要
因(年齢、身体活動能力、喫煙歴、飲酒歴)での層別化解析を行った点、肺炎を誘発する脳卒中の低リスク者
た、けで、の解析を行った点である。以上のことより、本研究で得られた結果がもたらす公衆衛生学上の意義は大
きいと考えられる。
よって、本論文は博士(医学)の学位論文として合格と認める。
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